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一
、
緒

.::::=. 
昌

九
州
地
方
に
発
見
さ
れ
る
朝
鮮
系
古
瓦
の
う
ち
、
先
に
豊
前
地
方
に
分
布
す
る
新
羅
系
古
瓦
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
今

聞
は
新
羅
系
古
瓦
を
出
す
遺
跡
と
も
重
な
っ
た
分
布
を
示
す
百
済
系
単
弁
丸
瓦
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

木
稿
に
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
資
料
は
、

「
素
弁
丸
瓦
」
或
は
「
九
州
式
単
弁
瓦
」
な
ど
の
呼
称
で
九
州
の
研
究
者
聞
に
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
行
な
わ
れ
た
年
代
や
系
統
に
つ
い
て
も
諸
説
が
あ
っ
て
決
着
を
み
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
第
二
次
大

戦
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
は
進
展
し
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
資
料
の
面
で
は
類
例
の
発
見
を
加
え
て
、
豊
前
、
筑
前
、
筑

後
、
肥
前
、
豊
後
の
北
九
州
各
地
に
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
再
び
と
り
あ
げ
て
考
察
し
う
る
段
階
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
）
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済
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丸
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（
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田
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註
川

「
豊
前
に
於
け
る
新
聞
紘
系
古
元
と
そ
の
煮
義
」
（
史
淵
第
八
十
五
積
）

二
、
百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
の
出
土
遺
跡

資
料
出
土
の
遺
跡
は
豊
前
、
筑
前
、
筑
後
、
肥
前
、
豊
後
地
域
に

わ
た
っ
て
分
布
す
る
G

遺
跡
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
め
る
。

〔
豊
前
〕

ω
法
鏡
寺
吐
（
宇
佐
郡
駅
川
町
法
鏡
寺
）

（
第
2
図
4
、
第
3
図
1
）

宇
佐
郡
四
日
市
町
の
東
方
、
駅
館
川
の
西
岸
丘
陵
上
の
法
鏡
寺
部

落
内
に
み
る
。
す
で
に
早
く
か
ら
人
家
が
密
集
し
、
開
墾
さ
れ
て
い

る
の
で
寺
祉
の
旧
状
は
う
か
が
え
な
い
。
こ
の
遺
跡
、
遺
物
に
つ
い

て
は
、
古
く
中
山
平
次
郎
博
士
が
紹
介
さ
勺
つ
い
で
石
田
茂
作
博

士
の
調
査
が
あ
信
地
籍
図
に
ホ
ン
ド
ゥ
、
カ
ネ
ツ
キ
な
ど
の
呼
称

が
あ
っ
て
往
時
の
堂
宇
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
礎
石

が
間
隔
的
に
並
ん
で
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
寺
祉
と
考
え

ら
れ
る
遺
跡
で
あ
る
。
単
弁
古
瓦
資
料
は
当
地
の
北
権
蔵
氏
が
所
蔵

さ
れ
、
中
山
、
石
田
両
氏
の
報
文
に
も
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近

で
は
別
府
大
学
賀
川
光
夫
氏
の
試
掘
に
醸
し
て
新
し
い
発
掘
資
料
が

追
加
さ
れ
て
い
る
。
単
弁
軒
丸
瓦
を
主
体
と
し
、
軒
平
瓦
で
は
同
郡

。

昭
和
三
十
大
年

第 1図
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第2図豊前地方発見単弁九瓦

1垂水廃寺 2相原廃寺 3弥日神宮寺 4法鋭寺

5椿市廃寺 6；昼前国分寺
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虚
主
蔵
一
対
と
同
沼
か
と
思
わ
れ
る
無
縁
法
隆
寺
系
忍
冬
唐
草
わ
ど
、
珠
文
縁
の
同
系
文
の
’
b
の
が
多
い
。
従
っ
て
そ
の
建
立
が
白
盛
期
に
あ

り
、
奈
良
時
代
後
半
に
及
ぷ
噴
に
栄
え
た
寺
院
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(2) 

弥
勅
神
宮
寺
牡

（
｛
ナ
佐
郡
宇
佐
町
咽
宇
佐
神
守
口
境
内
）

（第
2
悶
3
、
第
3
悶
2
）

宇
佐
八
幡
宮
の
神
宮
寺
と
し
て
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
に
創
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
現
在
の
神
宮
の
地
に
移
建
さ
れ
た
の
に
伴
っ
て
弥

勅
寺
も
移
建
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
の
際
に
伽
藍
と
し
て
の
配
置
が
と
と
の
え
ら
れ
、

東
西
両
三
重
塔
を
も
っ
薬
師
寺
式
伽
穫
に
範
を
と
っ

た
。
弥
勅
寺
の
建
立
は
記
録
に
よ
っ
て
整
理
し
て
み
る
と
天
平
十
年
（
七
三
八
）
に
は
じ
ま
り
、
完
成
ま
で
に
約
四
十
年
を
要
し
た
ら
し
い
。

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
昭
和
二
十
九
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
大
分
県
教
育
委
員
会
主
催
で
六
回
に
わ
た
っ
た
継
続
調
査
を
行
い
、
賀
川
光
夫
、
入

江
英
親
、
筆
者
等
に
よ
っ
て
報
告
書
を
作
成
し
た
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
）
。
単
弁
丸
瓦
は
東
塔
牡
か
ら
一
例
発
見
さ
れ
て

い
る
。
東
塔
の
建
立
は
天
平
十
五
年
ハ
七
四
一
一
一
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
（
錨
倣
家
）
、
単
弁
瓦
も
こ
の
年
時
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
な
い
。

金
堂
の
建
立
に
使
用
さ
れ
た
の
は
太
宰
府
系
（
鴻
腿
館
式
）
の
セ
ッ
ト
と
法
隆
寺
系
忍
冬
唐
草
文
で
珠
文
縁
あ
る
も
の
を
主
体
と
し
て
い
る
。

(3) 

相
原
廃
寺
（
中
津
市
相
原
）

（第
2
図
2
〉

豊
前
を
福
岡
、
大
分
両
県
に
二
分
す
る
県
界
を
流
れ
る
山
園
川
が
蛇
行
し
て
北
西
に
転
ず
る
中
流
域
に
画
す
る
寺
祉
で
、
中
津
市
の
南
西
隅

に
み
の
た
っ
て
い
る
。
遺
跡
は
相
原
部
落
内
に
あ
り
、
北
側
に
展
開
す
る
広
い
水
田
地
帯
は
条
里
制
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
寺
祉
の
北
方
五
百
米

に
東
西
の
県
道
が
こ
の
地
域
の
条
里
の
最
南
端
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
寺
社
が
条
旦
制
に
組
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
朱
解
決
の
ま
ま
で

あ
る
。
寺
祉
は
附
近
の
人
々
の
聞
に
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
大
戦
中
に
森
貞
次
郎
氏
が
訪
れ
、
戦
後
は
中
津
市
に
住
ひ
吉
田
良
介
氏
が

資
料
の
蒐
集
に
努
め
ら
れ
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
に
賀
川
光
夫
氏
が
は
じ
め
て
実
測
調
査
申
守
さ
れ
て
古
瓦
の
出
土
地
点
の
分
布
状
況
か
ら
法
隆

寺
式
伽
藍
配
置
案
を
出
さ
れ
市
部
落
内
に
二
箇
の
礎
石
を
残
す
粘
土
積
み
の
基
段
が
宅
地
の
地
下
げ
に
よ
っ
て
断
面
を
露
出
し
て
い
る
。
礎

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
）
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瓦
考
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一
三
四

石
は
六
尺
二
寸
間
隔
で
当
初
の
状
態
を
動
い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
賀
川
氏
は
こ
の
士
段
告
金
堂
祉
に
推
定
さ
れ
た
。
寺
祉
の
北
方
に
貴
舟

神
社
が
あ
り
、
境
内
に
六
簡
の
礎
石
と
、
石
垣
に
用
い
ら
れ
た
も
の
を
加
え
る
と
二
十
余
簡
を
数
え
る
。
神
社
造
作
に
際
し
て
寄
せ
集
め
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
だ
近
く
の
瑞
福
寺
に
花
闘
岩
の
巨
大
な
塔
心
礎
が
は
こ
ば
れ
て
い
る
。
直
径
二
尺
一

t
三
寸
、
深
さ
四
寸
の
柄
穴
が

あ
る
。
発
見
の
古
瓦
は
単
弁
軒
丸
瓦
と
、
と
が
っ
た
箆
で
一
一
線
を
刻
ん
だ
簡
単
な
弧
文
軒
平
瓦
の
一
組
だ
け
で
、
出
土
量
も
多
い
の
で
両
者
の
組

合
せ
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
従
っ
て
寺
の
存
続
期
聞
は
短
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
垂
水
廃
寺

（
築
上
郡
新
吉
富
村
垂
水
〉

（第
2
図
1
、
第
3
図
4
）

と
の
寺
牡
は
先
に
新
羅
系
瓦
の
出
土
遺
跡
と
し
て
紹
介
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
ゆ
ず
る
。
こ
と
で
は
新
羅
系
瓦
と
共
に
単
弁
軒
丸
瓦
と
弧

文
軒
平
瓦
の
一
組
が
め
っ
て
出
土
量
も
両
者
相
半
ば
し
て
お
る
の
で
、
新
羅
系
瓦
と
共
に
創
建
に
使
用
き
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建
物
に
よ
っ

て
使
い
わ
け
ち
れ
た
か
ど
う
か
を
知
る
手
が
か
り
は
な
い
。

ω
友
枝
瓦
窯
祉
（
築
上
郡
太
平
村
友
枝
字
新
谷
）

と
れ
も
垂
水
廃
寺
の
使
用
瓦
を
製
造
し
た
と
こ
ろ
と
し
て
紹
介
し
た
が
、

ζ

こ
で
は
新
羅
系
瓦
と
共
に
単
弁
軒
丸
瓦
と
弧
文
軒
平
瓦
が
発
見

(6) さ
れ
て
い
て
、
両
者
が
同
所
で
製
作
会
れ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。

豊
前
国
分
寺
〉

〈
京
都
郡
豊
津
町
国
分
）

（第
2
図
6
、
第
3
図
3
）

こ
れ
も
新
羅
系
軒
平
瓦
を
出
土
す
る
最
も
新
し
い
時
期
の
遺
跡
と
し
て
紹
介
し
た
。

乙
の
遺
跡
か
ち
も
単
弁
軒
丸
瓦
一
例
が
あ
る
が
、
古
い

蒐
集
で
あ
る
か
ら
出
土
地
点
ま
で
は
知
り
え
な
い
。

川
上
坂
廃
寺

（
京
都
郡
山
M
津
町
上
坂
）

豊
前
国
分
寺
の
南
一
粁
半
ば
か
り
、
上
坂
の
水
田
中
に
塔
心
礎
が
埋
没
し
て
い
る
。
附
近
の
人
々
に
は
か
な
り
以
前
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら

れ
て
い
た
が
、
徴
す
べ
き
文
献
が
な
い
。
豊
前
国
分
寺
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
、
俗
に
国
分
寺
伽
藍
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
古
い



役
場
の
調
査
で
は
同
寺
の
伝
経
蔵
と
な
っ
て
い
向
山
そ
の
後
、
森
貞
次
郎
氏
の
乱
裂
や
田
中
重
久
氏
の
論
苅
？
初
め
て
上
坂
廃
寺
と
し
て
掲
げ

ら
れ
る
に
至
っ
た
。
塔
心
礎
は
直
径
二
尺
八
寸
一
分
、
深
さ
七
寸
二
分
五
原
の
柄
穴
が
あ
り
、
そ
の
底
面
梢
片
方
寄
り
に
径
五
寸
八
分
、
深
さ

三
寸
六
分
五
厘
の
小
孔
が
あ
る
所
謂
二
重
柄
穴
式
の
心
礎
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
森
貞
次
郎
氏
所
蔵
の
単
弁
軒
丸
瓦
一

筒
が
あ
り
、
他
に
は
太
宰
府
系
（
必
司
式
）
の
屑
行
唐
草
文
軒
平
瓦
が
あ
る
。
軒
平
瓦
は
豊
前
国
分
寺
と
岡
市
品
で
あ
る
か
ら
、
国
分
寺
の
建

立
と
重
複
す
る
時
期
に
あ
っ
た
寺
院
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
勾

ω
椿
市
廃
寺

（
行
橋
市
機
市
町
福
丸
）

（第
2
図
5
）

こ
れ
も
新
羅
系
軒
平
瓦
を
出
し
た
遺
跡
と
し
て
紹
介
し
灯
戸
と
の
遺
跡
で
主
体
を
な
す
の
に
単
弁
軒
丸
瓦
と
弧
文
軒
平
瓦
で
あ
る
。

〔筑

前…〕

ω
四
王
寺
山

（
築
紫
都
太
宰
府
町
）

（第
4
図
1

・2
）

大
宰
府
政
庁
祉
の
北
に
そ
び
え
る
四
王
寺
山
は
、
天
智
天
皇
四
年
（
六
六
五
）
に
築
城
さ
れ
た
大
野
城
の
所
在
地
と
し
て
著
名
の
と
こ
ろ
で

あ
る
。
古
く
は
大
野
山
の
呼
称
が
あ
る
が
、
下
っ
て
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
四
天
王
埼
像
が
安
置
さ
れ
た
（
類
緊
三
代
格
巻
二
）
。
乙
の
年
を
も
っ

四
王
寺
山
の
現
称
は
実
に
こ
こ
に
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
山
頂
に
あ
る

四
王
寺
部
落
か
ら
単
弁
瓦
二
例
が
発
見
さ
れ
た
の
は
大
正
時
代
の
こ
と
で
、
故
中
山
平
次
郎
氏
に
紹
介
さ
れ
、
天
智
築
城
の
大
野
城
牡
に
所
属

て
太
宰
府
四
王
院
建
立
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
扶
桑
略
記
）
。

す
る
遺
瓦
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
種
瓦
の
出
土
遺
跡
と
し
て
は
年
代
を
知
る
手
が
か
り
を
う
る
貴
重
な
遺
跡
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
山

城
と
寺
院
が
重
複
し
て
い
る
の
で
判
定
に
慎
重
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
、

天
智
四
年
に
築
城
さ
れ
た
肥
前
様
城
（
基
地
併
城
）
と
比
較

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

(10) 

観
世
音
寺

（
筑
紫
郡
太
宰
山
川
町
観
世
）

（第
4
図
3
）

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
）

一一一一五



百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
〉

一一一一六

鎮
西
の
官
大
寺
観
世
音
寺
は
、
観
光
の
名
所
と
し
て
近
年
一
段
と
盛
況
を
加
え
て
い
る
、
が
こ
れ
ま
で
も
各
方
面
の
研
究
対
象
と
し
て
屡
々
と

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
草
創
は
天
智
天
皇
の
発
願
に
は
じ
ま
り
、
幾
多
の
曲
折
を
経
て
天
平
十
八
年

（
七
四
六
）

六
月
に
完
成
を
み
た

と
伝
え
ら
れ
る
（
元
亨
釈
書
〉
。

本
寺
の
創
設
に
使
用
さ
れ
た
屋
瓦
は
所
謂
太
宰
府
系
古
瓦
の
老
司
系
と
鴻
蹄
館
系
の
二
組
を
主
体
と
し
て
い

る
。
偶
々
、
昭
和
三
十
二
年
、
仏
像
収
蔵
庫
建
設
に
伴
な
う
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
、
筆
者
の
担
当
し
て
い
た
講
堂
社
東
南
隅
基
段
か
ら
単

弁
瓦
の
発
見
が
あ
っ
た
。
中
房
を
欠
い
で
い
る
が
、
周
縁
に
三
重
弧
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
天
平
十
八
年
以
後
、
平
安
時
代
に
及
ぶ
ま
で
、
特

別
に
建
物
の
増
設
、
改
変
な
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
乙
の
瓦
は
太
宰
府
系
古
瓦
と
同
じ
く
、
天
平
十
八
年
の
完
成
に
使
用
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

ω
杉
塚
廃
寺

（
筑
紫
郡
筑
紫
野
町
杉
塚
〉

（第
4
図
5
1
7）

旧
太
宰
府
条
坊
郭
の
西
方
郭
内
の
地
、
杉
塚
部
落
内
に
古
く
か
ら
廃
寺
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
早
く
か
ら
礎
石
が
も
ち
去
ら

れ
、
現
在
で
は
遺
構
の
規
模
を
う
か
が
う
乙
と
は
で
き
な
い
。
故
荻
野
弥
七
郎
氏
宅
一
泉
の
竹
楼
内
に
基
段
ら
し
き
も
の
の
一
部
と
こ
簡
の
花
山
岡

岩
礎
石
が
残
っ
て
い
る
。
荻
野
氏
に
よ
れ
ば
、
俗
に
「
無
道
寺
」
と
称
さ
れ
る
寺
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
以
前
に
中
山
平
氏

郎
氏
が
本
寺
祉
の
古
瓦
と
伝
え
る
太
宰
府
神
社
蔵
軒
丸
瓦
を
紹
介
さ
れ
た
の
が
最
も
早
く
、
筆
者
は
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
に
遺
跡
を
踏
査
し
、

荻
野
氏
蒐
集
品
の
中
に
単
弁
瓦
三
例
を
見
出
し
た
。
観
世
音
寺
所
蔵
吉
瓦
の
な
か
に
も
本
遺
跡
の
単
弁
瓦
一
例
が
あ
る
。
老
司
系
軒
瓦
一
組
と

鴻
臆
館
系
軒
丸
瓦
が
共
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い
出
土
地
点
な
ど
を
開
き
だ
き
ぬ
う
ち
に
荻
野
氏
が
故
人
と
な
ら
れ
た
の
は
今
に
し
て
遺

憾
で
ゐ
る
。
周
縁
に
三
重
闘
を
め
ぐ
ら
し
、
単
弁
の
手
法
は
四
王
寺
例
に
や
や
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

(12) 

（
筑
紫
郡
筑
紫
野
町
隈
）

（第
4
図
4〉

日
士
口
神
社

西
鉄
大
牟
田
線
筑
紫

t津
古
聞
の
西
側
日
吉
神
社
の
境
内
か
ら
、
高
野
孤
鹿
氏
に
よ
っ
て
単
弁
瓦
一
筒
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ぼ
ぼ
完
形
に

近
く
、
共
伴
資
料
も
わ
か
ら
ず
、
ま
た
遺
跡
の
性
格
も
不
明
で
あ
る
。
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〔
肥
前
U

帥
基
騨
城
祉

〈
一
一
一
長
権
郎
法
山
町
小
倉
字
丸
林
・
大
久
保
）

（第
5
図
1

・2
）

大
宰
府
大
野
城
と
共
に
天
智
天
皇
四
年
（
六
六
五
）
に
築
城
さ
れ
た
線
械
（
基
鮮
城
）
は
、
百
済
人
の
指
揮
に
よ
っ
て
成
っ
た
所
謂
朝
鮮
式
山

城
で
あ
る
。
土
家
で
閉
ま
れ
た
城
内
の
山
尾
根
各
所
に
礎
石
を
据
え
た
建
造
物
祉
が
在
る
。
な
か
で
も
大
礎
石
群
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
四
列

こ
こ

rけ
に
軒
瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
単
弁
丸
瓦
と
一
一
一
重

弧
文
平
瓦
の
一
組
だ
け
で
葺
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
o

故
中
山
平
次
郎
氏
が
本
牡
発
見
の
単
弁
丸
瓦
を
紹
介
さ
れ
同
か
が
初
見
で
、
当
時
は

に
十
一
列
の
礎
石
配
置
を
示
す
長
倉
式
の
建
造
物
が
在
っ
た
と
こ
ろ
で
、

軒
平
瓦
は
不
明
で
あ
っ
た

J

中
山
氏
は
天
智
紀
に
照
し
て
基
騨
城
創
建
当
初
に
比
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
三
年
に
九
州
大
学
で
城
祉

内
部
遺
構
の
実
例
を
行
な
い
、
ま
た
基
山
中
学
校
木
原
武
雄
氏
等
の
採
集
に
よ
っ
て
、
単
弁
丸
瓦
や
重
弧
文
平
瓦
の
数
が
増
加
し
て
、
そ
の
セ

ッ
ト
は
確
実
と
な
っ
た
。
大
野
城
の
場
合
、
そ
の
後
に
四
王
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、
所
属
年
次
に
つ
い
て
の
疑
問
が
生
ず
る
が
、
基
蹴
貯

城
の
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
確
証
が
な
い
の
で
、

よ
り
資
料
の
安
全
度
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
単
弁
瓦
’
H
体
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
周
縁
に

一
重
闘
争
め
ぐ
ら
し
、
単
弁
の
手
法
も
四
王
寺
山
の
も
の
よ
り
も
豊
一
前
地
域
の
諸
例
に
近
似
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

）
 
』l
 
（
 

塔
ノ
尿
廃
寺

（
一
一
一
件
以
山
上
作
付
仙
川
村
山
牟
田
字
坊
所
）

（第
5
問
3
0
4）

国
鉄
長
崎
本
線
中
原

t
二
一
川
川
川
の
南
方
約
二
粁
の
低
丘
陵
台
地
に
在
る
寺
社
で
、

権
批
か
と
思
わ
れ
る
南
北
一
一
卜
八
尺
、
東
同
三
十
六
尺

開
和
十
八
年
に
こ
の
北
方
に
あ
る
日
達
原
古
墳
併
を
？
、
A

し
て
飛
ノ
什
場
が
建
設
さ

れ
た
際
に
、
地
下
げ
さ
れ
て
上
段
が
剖
り
と
ら
れ
、
リ
中
弁
丸
瓦
二
簡
が
発
日
ん
さ
れ
た
。
）
周
縁
に
二
章
一
闘
を
め
ぐ
ら
す
も
の
で
焼
成
度
は
弱
い
。

の
方
形
土
段
と
、

五
俄
聞
の
礎
石
が
残
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、

故
松
尾
禎
作
氏
は
、
目
述
原
古
境
併
が
筑
紫
米
多
国
造
家
の
墳
墓
に
比
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
一
燃
に
よ
っ
て
建
立
お
れ
た
氏
本
寸

で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

行
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
〈
小
田
）

)L 
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帥
大
願
寺
廃
寺

ハ
佐
川
同
部
大
和
町
川
上
字
大
願
寺
〉

（第
6
図
5
J
7）

大
願
寺
部
落
の
な
か
に
在
る
た
め
に
早
く
か
ら
破
壊
さ
れ
た
が
、
川
上
川
扇
状
地
の
標
高
二
十
五
米
の
地
で
筑
紫
山
脈
を
北
に
負
い
、
南
に

佐
賀
平
野
が
展
開
す
る
好
処
を
選
ん
で
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
肥
前
国
分
寺
か
ら
三
粁
半
、
国
府
推
定
地
の
久
池
井
か
ら
二
粁
半
の
西
に

あ
た
る
。
昭
和
十
五
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
大
願
寺
部
落
内
に
あ
る
花
山
岡
岩
の
礎
石
は
四
十
六
筒
に
及
ぶ
が
全
部
旧
位
置
ぞ
移
動
し
て
い
る
た

め
に
正
篠
な
伽
藍
配
置
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

柱
座
径
二
尺
前
後
の
造
り
出
し
あ
る
礎
石
が
最
も
多
く
、
門
礎
と
思
わ
れ
る

e

も
の
も
あ

る
。
五
社
境
内
に
は
南
北
約
二
十
問
、
東
西
十
三
聞
の
長
方
形
土
段
が
残
っ
て
い
る
。
周
辺
調
査
か
ら
条
皇
制
の
佐
嘉
郡
十
四
条
か
ら
十
五
条

に
わ
た
る
約
四
坪
、
乃
ち
二
町
四
方
を
寺
域
に
も
つ
寺
院
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
単
弁
丸
瓦
に
は
周
縁
一
議
圏
、
二
重
圏
、
唐
草
文
の
三

穫
が
あ
り
、
老
司
系
扇
行
唐
草
文
を
も
っ
軒
平
瓦
、
鴻
膿
館
系
軒
丸
瓦
が
伴
出
し
て
い
る
。

。。
久
池
井
遺
跡

（
佐
賀
郡
大
和
町
久
池
井
）

（第
6
図
8
）

春
日
山
の
南
麓
、
平
野
へ
の
漸
移
地
帯
で
、
肥
前
国
府
所
在
地
に
推
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
単
弁
瓦
は
久
池
井
天
満
宮
東
南
か
ら

発
見
さ
れ
た
破
片
で
、
周
縁
二
重
圏
、
蓮
弁
は
大
願
寺
に
似
る
が
、
側
面
に
一
種
の
花
文
型
押
し
が
み
え
る
点
が
注
意
志
れ
る
。
そ
の
全
貌
は

う
か
が
え
な
い
が
、
施
女
筒
所
、
手
法
に
新
聞
雑
系
瓦
の
そ
れ
と
接
近
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
興
味
深
い
。

晴
気
廃
寺
（
小
城
郡
小
城
町
晴
気
字
寺
浦
〉

(1カ
愛
宕
山
南
山
麓
の
水
問
地
帯
と
の
接
触
点
に
在
る
。
塔
心
礎
（
径
一
尺
六
寸
柄
穴
）
と
六
箇
の
礎
石
か
ら
な
る
塔
祉
が
残
っ
て
い
る
。
大
正
初

年
ま
で
塔
牡
の
東
に
柱
座
あ
る
礎
石
群
が
並
ん
で
い
た
と
云
わ
れ
、
金
堂
祉
に
あ
た
る
も
の
ら
し
い
。
調
査
者
は
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
想
定

さ
れ
て
い
る
。

単
弁
丸
瓦
は
周
縁
に
唐
草
文
を
め
ぐ
ら
し
、

＝
一
重
弧
文
軒
平
瓦
が
伴
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
両
者
の
組
合
せ
が
考
え
ら
れ

る
。
更
に
こ
の
両
者
は
大
願
寺
側
と
製
作
瓦
窯
を
同
じ
に
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
鴻
膿
館
系
軒
丸
瓦
と
、
老
司
系
の
変
形
し
た
間

行
唐
草
文
軒
平
瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
〈
小
田
）

四



百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
出
）

円
筑
後
〕

的
井
上
廃
寺
主
弄
郡
小
郡
町
井
上
）

（第
8
図）

国
鉄
甘
木
棋
の
筑
後
松
崎
駅
の
北
西
、
井
上
部
落
の

中
に
あ
る
。
昭
和
三
十
四
年
、
当
時
三
井
高
校
の
柴
田

泰
典
教
諭
か
ら
同
処
出
土
の
極
先
瓦
を
見
せ
ら
れ
て
か

ら
筆
者
の
注
意
に
の
ぼ
り
、
翌
年
三
月
に
県
教
委
と
共

に
寺
挫
の
測
量
調
査
を
行
な
い
、
古
瓦
の
発
見
に
っ
と

め
た
。
遺
構
は
部
落
内
に
あ
る
た
め
破
壊
が
著
し
か
っ

た
が
、
大
体
二
町
四
方
の
寺
域
を
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
す
で
に
単
弁
瓦
が
出
土
す
る
こ
と
は
早
く
か
ら

知
ら
れ
、
大
宰
府
町
在
住
の
山
内
興
隆
氏
に
よ
っ
て
ほ

ぽ
完
形
に
近
い
一
例
が
集
め
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の

四

調
査
に
よ
っ
て
、
九
州
初
見
の
山
田
寺
系
樫
先
瓦
を
は
じ
め
、
老
司
系
軒
先
瓦
の
セ
ッ
ト
、
新
羅
系
の
文
様
要
素
を
も
っ
軒
平
瓦
と
共
に
二
種

の
単
弁
丸
瓦
が
発
見
さ
れ
た
。

ー
は
単
弁
七
葉
で
、
中
一
房
に
六
頼
の
蓮
子
（
一

l
五
〉
を
入
れ
、
周
縁
に
二
重
弧
文
を
め
ぐ
ら
す
も
の
、

E
は

こ
れ
か
ら
梢
脱
化
し
、
周
縁
に
段
を
設
け
、
低
い
部
分
に
一
重
弧
を
め
ぐ
ら
す
。
蓮
弁
の
手
法
も
硬
化
し
て
い
る
。
こ
の

E
式
は
筑
後
閏
分
寺

例
と

筑間
後じ
国製
分作
寺19で
ーあ

る
点、
七三
注
意
さ
れ
る

(19) 

（
久
側
米
市
国
分
町
）

（第
9
図
1

・2
〉

西
鉄
パ
ス
国
分
停
宿
所
東
方
の
日
士
口
神
社
境
内
を
中
心
と
す
る
約
ニ
町
四
方
の
寺
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
人
家
が
立
ち
こ
ん
だ
た
め
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に
早
く
か
ら
礎
石
も
運
び
去
ら
れ
た
が
、
最
近
日
吉
神
社
境
内
に
原
位
置
と
思
わ
れ
る
礎
石
一
箇
が
露
出
し
た
。
筆
者
ら
は
昭
和
三
十
三
年
七

月
に
寺
域
を
含
む
一
帯
の
測
量
を
行
い
、
附
近
条
里
の
複
原
も
試
み
て
米
た
。
昭
和
三
十
九
年
三
月
、
寺
域
の
北
西
に
創
建
当
初
の
瓦
窯
が
存

在
す
る
こ
と
も
確
め
ら
れ
て
い
る
。
単
升
瓦
は
久
留
米
市
在
住
の
安
元
要
氏
の
蔵
品
で
、
磨
滅
が
ひ
ど
い
た
め
に
中
一
房
蓮
子
の
配
置
が
わ
か
ら

な
い

Q

井
上
廃
寺

E
式
と
同
製
作
で
、

七
弁
と
な
る
。

側
観
山
間
寺

（
久
留
米
市
山
本
町
）

（第
9
図
4
）

曹
洞
宗
観
興
寺
の
所
蔵
資
料
中
に
一
簡
の
単
弁
瓦
が
あ
る
。
腐
久
嗣
郎
君
の
注
意
に
の
ぼ
り
、
す
で
に
紹
介
さ
お

γ

出
土
地
は
観
興
寺
近
く
の
北
向
き
傾
斜
地
で
部
落
の
中
で
あ
る
。
発
見
は
江
戸
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
く
わ
し
い
事
情
は
わ
ら

な
い
。
瓦
当
文
は
単
弁
六
葉
で
、
周
縁
が
欠
け
て
い
る
。
蓮
弁
の
形
も
梢
狭
長
で
、
弁
端
の
反
転
も
硬
化
し
て
い
る
。
筑
後
国
分
寺
例
よ
り
も

更
に
脱
化
し
た
感
が
強
い
。

ω
冠

（
浮
羽
郡
剖
主
丸
町
冠
・
永
松
氏
邸
内
）

（第
9
図
3
）

水
縄
山
麓
に
在
る
遺
跡
で
、
古
く
鴻
蹴
館
系
軒
丸
瓦
の
出
土
地
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
同
所
発
見
の
単
弁
瓦
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
い
。
か
つ
て
千
代
久
廃
寺
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
正
確
に
は
字
冠
に
属
す
る
の
で
こ
の
際
訂
正
し
て
お
く
。
単
弁
瓦
は
周
縁
に

二
重
圏
を
め
ぐ
ら
す
八
弁
式
の
も
の
で
、
蓮
弁
の
手
法
に
萎
縮
し
た
感
が
あ
り
筑
前
杉
塚
廃
寺
や
四
王
寺
山
の
例
に
近
い
。

防 r目、

豊
永：
輿そ後
寺コ V

（
大
分
市
南
大
分
字
永
興
）

（第
9
刷
5

・6
）

国
鉄
南
大
分
駅
北
側
の
台
地
に
在
る
寺
祉
で
、
表
面
は
廃
寺
で
あ
る
が
、
釈
迦
堂
が
あ
っ
て
寺
守
が
住
ん
で
い
る
。
古
く
鴻
艦
館
系
の
変
形

ハ

n）

か
と
思
わ
れ
る
複
弁
十
業
の
軒
丸
瓦
や
中
世
の
軒
平
瓦
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ο

中
世
、
「
豊
後
国
国
田
帳
」
に
寺
名
が
み
え
、
古
く
は
豊
後
国
分

寺
の
東
半
里
ば
か
り
に
位
置
し
て
い
る
関
係
か
ら
か
、
国
分
尼
寺
に
擬
す
る
説
も
あ
っ
た
。
単
弁
瓦
は
筑
後
観
輿
寺
例
か
ら
更
に
脱
化
し
た
よ

百
済
系
単
’
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
問
）

一
四
五



百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
）

う
な
趣
き
が
あ
り
、
蓮
弁
の
表
面
も
平
た
く
な
っ
て
反
転
の
表
現
が
全
く
な
く
な
っ
て
い

る
。
現
存
す
る
の
は
二
蓮
弁
の
部
分
の
み
の
小
破
片
で
あ
る
。

こ
の
東
方
に
あ
る
金
剛
宝

戒
寺
（
大
分
市
上
野
）
の
古
瓦
中
に
も
単
弁
八
葉
の
軒
丸
瓦
二
例
が
あ
っ
て
参
考
に
な
る
。

た
だ
し
中
房
蓮
子
な
ど
の
手
法
に
他
の
瓦
当
文
の
要
素
が
導
入
さ
れ
て
い
て
、
北
九
州
の

単
弁
瓦
か
ら
の
系
譜
を
た
ど
っ
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
る
。
従
っ
て
本
例
も
完

全
で
あ
っ
た
な
ら
ば
金
剛
宝
戒
寺
例
か
ら
脱
化
し
た
様
式
の
も
の
と
な
る
か
も
知
れ
な
い

の
で
現
存
の
小
破
片
か
ら
は
接
極
的
に
登
録
す
べ
き
根
拠
が
な
い
。
豊
後
地
域
の
要
注
意

例
と
し
て
紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

乙
の
ほ
か
に
も
こ
の
種
単
弁
瓦
か
ら
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
例
は
北
九

州
に
も
あ
る
が
、
本
稿
に
と
り
あ
げ
る
百
済
系
の
要
素
を
か
な
り
離
れ
て

い
る
と
み
ら
れ

る
の
で
、
後
日
、
別
に
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
て
省
略
す
る
。

註

ω
中
山
平
次
郎
「
考
古
雑
録
三
」

九
年

石
田
茂
作
「
飛
鳥
寺
代
寺
院
祉
の
研
究
」
昭
和
十
一
年

小
田
「
豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義
」
（
史
淵
八
十
五

輯
）
昭
和
三
十
六
年

小
田
「
九
州
に
於
け
る
法
隆
寺
系
宇
瓦
の
展
開
」

・
4
号
）
昭
和
三
十
三
年

賀
川
・
入
江
・
小
田
「
弥
勤
寺
遺
跡
」

（
考
古
学
雑
誌
十
一
巻
三
号
）
大
正

(3) (2) ）
 

a
4ム（
 

（
九
州
考
古
学
3

(5) 

（
大
分
県
文
化
財
調
査
報
告

一
四
六
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(6) 

第
七
集
）
昭
和
二
一
十
六
年

小
田
「
九
州
に
於
け
る
太
宰
府
系
古
瓦
の
展
開
一

J
一一一」

古
学
1
・

2
・
5
・
6
）
昭
和
一
二
十
二
J
一一一年

兼
子
俊
一
「
大
分
県
下
の
条
恩
遺
構
」
（
大
分
県
地
方
史
四
号
）
昭

和
三
十
年

賀
川
光
＋
大
「
州
円
前
中
津
市
相
原
点
的
寺
調
布
。
報
告
」
昭
和
＝
一
十
年

森
貞
次
郎
一
ー
地
問
前
函
分
寺
」
（
国
分
寺
の
研
究
下
巻
）
昭
和
十
三
年

石
田
茂
作
「
塔
の
中
心
礎
石
の
研
究
」
（
伽
雌
論
孜
）
昭
和
二
十
一
二
年

田
中
震
久
「
塔
婆
心
礎
の
研
究
」
（
聖
徳
太
子
御
聖
蹟
の
研
究
）
昭

和
十
九
年

「
基
熔
城
批
」
（
佐
賀
県
史
臆
名
勝
天
然
紀
念
物
調
究
報
告
第
一
一
輯
）

昭
和
三
年

久
保
山
善
映
「
基
山
と
基
難
城
駐
」
（
同
右
第
六
輯
）
昭
和
十
三
年

中
山
平
次
郎
「
古
瓦
類
雑
考
（
九
）
」
（
考
古
学
雑
誌
七
巻
四
号
）
大

正
五
年

松
尾
禎
作
「
塔
の
塚
廃
寺
祉
」
（
向
右
第
七
輯
）
昭
和
十
五
年
、
同

「
日
達
原
古
埼
群
調
斉
報
告
」
（
同
右
第
九
輯
）
昭
和

a

一
十
四
年

松
尾
被
作
「
大
願
寺
廃
寺
枇
」
〈
同
右
第
七
編
）
昭
和
十
五
年

米
倉
一
一
郎
－
九
州
の
条
墨
」
〈
九
州
ア
カ
デ
ミ
ー
ー
号
〉
昭
和
三
十

五
年

七
回
忠
志
「
肥
前
暗
気
廃
寺
枇
と
九
川
地
方
に
於
け
る
古
瓦
の
一
様

式
に
就
い
て
」
（
考
古
学
八
巻
四
号
）
昭
和
十
二
年

松
尾
被
作
－
寺
浦
廃
寺
祉
の
調
査
」
（
佐
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念

物
調
飛
報
告
第
六
輯
）
昭
和
十
三
年

柴
問
泰
典
・
渡
辺
正
気
・
小
田
「
福
岡
県
一
一
一
非
郡
小
郡
町
の
井
上
廃

寺
及
ぴ
士
口
瓦
出
土
地
」
（
日
水
考
古
学
協
会
第
二
五
回
総
会
研
究
発

安
要
旨
）
昭
和
三
十
五
年

小
田
「
九
州
に
於
け
る
山
田
寺
系
樫
先
瓦
の
発
見
」
（
歴
史
考
古
六

号
）
昭
和
三
十
六
年

武
藤
直
治
「
筑
後
国
分
寺
牡
」
（
福
岡
県
史
民
名
勝
天
然
紀
ゑ
物
調

夜
報
告
書
第
三
輯
）
昭
和
三
年

三
友
国
五
郎
「
筑
後
国
分
寺
」
（
「
国
分
寺
の
研
究
」
下
巻
所
収
）
昭

和
十
三
一
年

唇
久
間
郎
「
筑
後
観
閣
内
寺
の
古
瓦
」
（
九
州
考
古
学
十
三
号
〉
昭
和

三
十
六
年

玉
泉
大
梁
・
鏡
山
猿
「
朝
倉
橘
広
庭
宮
遺
肱
（
第
一
一
回
）
」
（
福
岡
県

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
第
十
輯
）
昭
和
十
年

畑
野
清
実
「
大
分
県
内
の
士
口
瓦
」
（
大
分
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物

調
査
－
報
告
書
第
十
三
輯
）
昭
和
十
一
年

。司(18) (19) 帥官I)鵠

わ
が
国
に
瓦
が
伝
来
し
た
こ
こ
と
を
伝
え
る
最
古
の
文
献
は
「
日
本
書
紀
」
崇
峻
天
皇
元
年
（
五
八
ヘ
）
の
条
で
あ
る
。
乃
ち
、

（
九
州
考

(7) (11）帥（9) (8) 白書(13) (11) (16) (1$ 

一
一
寸
単
弁
軒
丸
互
に
関
す
る
諸
説

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
〉

四
七



百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
ハ
小
田
）

一
四
八

百
済
圏
遣
一
一
思
率
首
信
徳
率
蓋
文
那
率
福
富
味
身
等
－
進
レ
調
弁
献
一
一
仏
舎
利
・
僧
酷
照
律
師
：
：
（
中
略
）
：
：
寺
工
太
良
未
大
文
貿
古
子
・
鐘

。
。
。
。
。
。
。
。
。
0

0

0

0

3

0

0

0

韓
博
士
将
徳
白
昧
淳
・
瓦
博
士
麻
奈
父
奴
陽
貴
文
陵
貴
文
昔
麻
帝
弥
・
重
工
白
加
一

右
に
よ
れ
ば
、
造
瓦
を
は
じ
め
と
す
る
造
寺
関
係
の
諸
技
術
は
百
滑
か
ら
公
伝
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
日
本
と
半
島
と
の
政
治
的

関
係
に
基
づ
い
て
、
百
済
系
文
物
の
伝
来
が
き
わ
め
て
優
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
最
も
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
、
新
羅
系
、

高
句
麗
系
の
文
物
伝
来
と
く
ら
べ
る
と
き
、
そ
の
差
は
一
層
明
瞭
に
な
る
。
半
島
系
古
瓦
の
分
布
か
ら
み
て
も
、
仏
教
伝
来
初
期
の
畿
内
及
び

そ
の
周
辺
で
は
百
済
系
古
瓦
が
主
位
を
占
め
、
法
輿
寺
、
四
天
王
寺
、
法
隆
寺
な
ど
の
大
寺
に
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
新
羅
系
、
高
句
麗
系

の
古
瓦
は
畿
内
を
は
ず
れ
た
遠
隔
の
地
に
分
布
圏
を
も
っ
て
い
る
。

乙
と
が
石
岡
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
切
っ
し
て
、

そ
れ
が
記
録
に
み
え
る
三
国
系
帰
化
人
の
安
置
と
も
重
な
る

百
済
の
軒
先
瓦
で
は
軒
平
瓦
の
文
様
は
未
だ
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
な
い
。
軒
丸
瓦
に
独
特
の
装
飾
が
み
ら
れ
る
。
石
田
博
士
の
列
挙
さ
れ

る
と
乙
ろ
に
よ
っ
て
百
済
瓦
の
特
徴
を
示
せ
ば
、

ω
瓦
当
文
様
に
は
蓮
化
ず
、
様
が
絶
対
多
数
を
占
め
、

ω
北
八
の
蓮
弁
は
弁
面
何
等
の
技
巧
を
弄
し
な
い
も
の
が
多
く

ω
立
つ
弁
の
形
は
狭
長
に
し
て

ω
中
房
は
小
さ
ぐ
蓮
子
の
数
も
少
い

ω
縁
は
素
縁
に
し
て
別
に
装
飾
を
用
い
ず

的
製
作
は
薄
手
に
し
て
土
質
は
細
か
い
。

飛
鳥
地
方
の
法
輿
寺
、
橘
寺
、
坂
田
寺
な
ど
の
も
の
は
様
式
か
ら
土
質
に
い
た
る
ま
で
百
済
瓦
に
類
似
し
て
い
て
、
崇
峻
紀
に
み
え
る
育
済
瓦

工
の
渡
来
が
法
興
寺
建
立
の
目
的
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
首
肯
で
き
る
こ
と
で
は
あ
る
。



前
項
に
列
挙
し
た
北
九
州
発
見

単
弁
軒
丸
瓦
に
お
け
る
特
徴
は
、

中
一房
に
七
頼
の
蓮
子
（
一
1l

六
）
を

有
し
（
一
部
の
例
が一

l
五
）
、
蓮
弁

と
中
一
房
の
聞
の
溝
が
深
く
、
蓮
弁

は
単
弁
八
葉
（
一
部
の
例
が
七
葉
）

で
あ
っ
て
、
弁
の
先
端
が
反
転
す

る
た
め
に
末
端
部
の
両
側
に
凹
み

を
生
ず
る
。
ま
た
各
弁
の
聞
に
模

形
の
短
い
小
葉
を
配
し
て
い
る
。

周
縁
は
幅
広
く
、
瓦
当
面
に
対
し

て
ほ
ぼ
直
角
に
高
く
隆
起
し
、
重

圏
文
或
は
唐
草
文
を
陽
刻
し
て
い

る
。
乙
の
よ
う
な
特
色
を
備
え
た

軒
丸
瓦
は
、
前
項
に
も
み
た
如
く
、

こ
れ
ま
で
北
九
州
地
方
に
殆
ん
ど

限
定
さ
れ
た
分
布
を
示
す
と
こ
ろ

か
ら
、
九
州
地
方
の
古
瓦
研
究
者

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
）

, 

‘品
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縁
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単小
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瓦

計

測

覧

五。
官甫

考



の
同
で
九
州
式
単
弁
瓦
の
呼
称
で
話
題
に
屡
々
の
ぼ
さ
れ
、
そ
の
年
代
、
系
統
の
問
題
が
云
々
さ
れ
て
い
た
。
石
田
博
士
は
乙
れ
を
百
済
系
に

数
え
て
お
ら
れ
る
が
、
所
謂
百
済
瓦
と
並
べ
て
み
る
と
、
畿
内
の
百
済
瓦
或
は
そ
の
変
種
と
比
べ
て
み
て
も
、
別
の
変
化
過
程
を
た
ど
っ
た
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
ず
、
前
項
に
掲
げ
た
出
土
遺
跡
の
例
を
整
理
し
て
み
る
と
第
一
表
の
よ
う
に
な
る
。

次
に
、
従
来
発
表
お
れ
て
い
る
と
の
種
古
瓦
に
対
す
る
系
統
論
、
年
代
論
に
つ
い
て
の
諸
説
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

大
別
し
て
三
説
あ
る
。
乃
ち
、

ω故
中
山
平
次
郎
氏
は
直
接
百
済
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
説
か
れ
》

ω七
回
忠
志
氏
は
百
済
系

系
統
論

で
あ
る
点
で
は
中
山
説
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
経
路
に
つ
い
て
は
最
初
近
畿
地
方
に
入
っ
た
も
の
が
二
次
的
に
九
州
に
伝
播
し
た
の
で
あ
る

と
主
張
さ
れ
、

ω森
貞
次
郎
氏
は
新
羅
の
影
響
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
そ
の
祖
型
を
半
島
に
求
め
る
点
で
は
一
致
し
て
い

る。
第
一
の
中
山
氏
の
論
拠
と
な
っ
た
の
は
筑
前
大
野
城
祉
〈
四
王
寺
山
）
と
肥
前
基
鼎
城
牡
（
基
山
〉
の
例
で
あ
る
。

そ
の
瓦
当
文
の
特
徴
、
手

法
の
簡
素
に
し
て
豪
放
の
風
を
帯
び
た
る
は
、
我
が
国
奈
良
時
代
乃
至
其
後
の
瓦
と
似
て
お
ら
ず
、
か
え
っ
て
飛
鳥
時
代
古
瓦
に
類
似
し
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
た
。

一
方
、
文
献
に
徴
し
て
み
て
も
、

天
智
天
皇
四
年
（
六
六
五
）
秋
八
月

φ

同
‘
遺
ニ
達
率
憶
礼
福
留
、
達
率
四
比
福
土
人
於
筑
紫
国
一
、
築
＝
大
野
及
禄
二
域
一
。
〈
日
太
書
紀
）

文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
〉
五
月

A
E大
宰
府
繕
エ
治
大
野
・
基
固
辞
・
鞠
智
三
城
－
。

（
続
日
本
紀
〉

と
あ
り
、
更
に
百
済
遺
跡
よ
り
出
土
す
る
古
瓦
が
我
が
国
飛
鳥
時
代
の
も
の
に
類
似
す
る
こ
と
、
大
野
城
及
び
基
地
蝉
城
が
朝
鮮
式
山
城
の
体
裁

を
と
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
以
上
の
文
献
か
ら
百
済
の
遺
臣
が
築
城
に
関
与
し
た
乙
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
建
物
の
屋
瓦
も
当
時
の

百
済
式
意
匠
を
用
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
論
さ
れ
た
。

第
二
の
七
田
氏
の
所
説
は
、
京
畿
に
お
い
て
白
鳳
期
に
推
定
さ
れ
て
い
る
松
尾
寺
の
瓦
に
唐
草
文
を
外
聞
に
め
ぐ
ら
す
も
の
が
あ
り
、
九
州

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
間
）

一五



百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
旧
〉

一五

で
は
豊
前
・
友
枝
瓦
悠
一
…
牡
発
見
の
一
例
が
あ
る
と
し
、
更
に
外
聞
の
文
様
を
異
に
し
て
も
、
乙
れ
と
相
似
た
様
式
巻
も
つ
例
に
法
鏡
寺
、
大
野

城
、
晴
気
廃
寺
、
大
願
寺
、
基
牌
城
の
単
弁
丸
瓦
を
あ
げ
て
同
一
系
統
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
百
済
晩
年
の
放
都
潤
此
（
扶
余
〉

の
例
、
新
羅
の
旧
都
鹿
州
の
例
、
鹿
尚
南
道
高
一
霊
の
大
伽
仰
（
任
問
叩
の
一
同
〉
王
宮
祉
伝
説
地
の
例
、
大
和
法
興
寺
（
飛
’
M
寺
〉
の
例
を
め
げ
て
、

百
済
系
古
瓦
と
の
類
似
点
が
な
タ
い
と
乙
ろ
か
ら
百
済
系
と
説
か
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
山
説
の
如
く
大
野
、
基
鼎
二
城
の
築
械
が
百
済
人

に
関
係
め
る
か
ら
と
の
理
由
で
直
ち
に
百
済
直
系
と
推
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
、
乙
の
種
古
瓦
と
対
を
な
す
粁
平
瓦
は
霊
弧
文
や
忍

冬
唐
草
文
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
豊
前
・
法
鏡
寺
で
は
我
が
国
自
胤
期
に
み
ら
れ
る
雄
健
な
法
隆
寺
系
忍
冬
唐
草
文
瓦
を
伴
う
こ
と
。
肥
前
・

晴
気
廃
寺
の
伽
藍
配
置
が
法
降
寺
式
で
あ
る
こ
と
。
古
川
併
の
遺
臣
を
指
導
者
と
す
る
大
野
、
基
鮮
二
城
の
築
城
者
の
一
行
が
畿
内
か
ら
派
遣
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
、
と
の
種
古
瓦
は
一
度
京
畿
の
地
に
伝
播
せ
ら
れ
て
後
、
あ
ら
た
め
て
九
州
の
地
に
伝
え
ら
れ
た
第
二

次
的
な
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
吉
済
式
瓦
の
要
素
の
成
長
持
続
で
あ
り
、
地
方
的
時
代
的
変
改
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。

第
三
の
森
氏
の
所
論
は
、
官
済
系
（
飛
鳥
則
）
の
単
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
の
系
統
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
一
応
認
め
な
が
ち
も
、
七
回
氏

の
云
わ
れ
る
飛
鳥
期
瓦
か
ら
変
化
し
た
と
す
る
説
に
対
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
知
る
べ
き
中
間
様
式
も
知
ら
れ
て
お
ら
ぬ
こ
と
。
ま
た
新
羅

の
影
響
の
濃
厚
な
、
荘
一
臆
な
唐
草
文
を
も
っ
豊
前
・
垂
水
廃
寺
や
天
台
寺
の
瓦
に
伴
う
と
こ
ろ
か
ら
新
羅
の
古
瓦
に
こ
の
種
古
瓦
の
発
生
過
程

を
求
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
芸
術
的
感
覚
の
秀
れ
た
、
優
美
に
し
て
精
巧
な
る
新
羅
系
瓦
か
ら
暗
示
を
受
け
、

ζ

れ
を
在
来

の
瓦
に
応
用
レ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
論
さ
れ
た
。

以
上
の
所
説
は
、
そ
の
祖
型
を
半
島
百
済
に
求
め
る
点
に
お
い
て
は
異
論
な
い
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
が
百
済
直
系
で
あ
る
か
、
大
和
継
輸
で

あ
る
か
に
つ
い
て
是
否
を
決
定
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
森
氏
が
七
回
氏
の
大
和
継
輸
説
に
対
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
知
る
べ
き
中

間
的
様
式
が
知
ら
れ
て
い
な
い
点
を
街
か
れ
た
の
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
様
に
新
羅
古
瓦
に
発
生
過
程
を
求
め
る
こ
と
も
資
料
的
に

提
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
決
定
を
み
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。



年
代
論

続
い
て
こ
の
種
古
瓦
の
年
代
観
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

ω中
山
氏
ば
前
述
の
理
由
か
ら
天
智
天
皇
四
年
築
造
の
大
野
城
所
属
建
造

物
の
遺
瓦
と
考
え
ら
れ
、

ω七
田
氏
は
「
最
も
先
行
的
と
思
わ
れ
る
も
の
を
出
す
」
大
野
、
基
鼎
二
城
が
天
智
天
皇
四
年
の
築
城
で
あ
る
か

ら
、
九
州
地
方
に
お
け
る
こ
の
種
古
瓦
の
行
わ
れ
た
時
期
を
天
智
天
皇
前
後
以
降
で
あ
る
と
さ
れ
、

ω森
氏
は
大
野
、
基
揮
ニ
城
発
見
の
例
は

何
れ
も
域
内
に
寺
院
の
祉
を
残
す
の
で
、
直
ち
に
上
限
を
天
智
期
、
ま
で
引
上
げ
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
し
て
、
前
述
の
新
羅
系
古
瓦
と
の
関

係
及
び
手
法
か
ら
み
て
白
鳳
末
期
か
ら
天
平
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
川
凹
ま
た
、
故
松
尾
禎
作
氏
は
こ
の
種
古
瓦

を
奈
良
末
期
に
比
定
す
る
説
を
紹
介
さ
れ
て
い
む
乃
ち
複
弁
で
中
房
大
き
く
、
蓮
子
多
数
の
系
統
の
も
の
が
霊
化
し
て
多
弁
化
し
、
そ
の

界
線
太
く
、
明
ら
か
な
も
の
と
気
脈
を
通
ず
る
点
が
あ
る
故
、
こ
れ
を
祖
型
と
し
て
更
に
脱
化
し
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
諸
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
種
古
瓦
の
年
代
観
は

ω天
智
天
皇
四
年
乃
至
そ
の
前
後
に
比
定
す
る
も
の
、

ω白
鳳
末
期
か
ら
奈
良
時
代

後
期
に
及
ぶ
と
す
る
も
の
、

ω奈
良
時
代
末
期
に
比
定
す
る
も
の
の
全
く
異
る
三
一
説
に
要
約
さ
れ
る
。

一
九
四

0
年
代
ま
で
の
研
究
は
ζ

の
よ

う
な
諸
説
提
起
の
ま
ま
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
。

乙
の
種
古
瓦
の
発
見
遺
跡
が
十
例
前
後
の
少
な
い
も
の
で
あ
り
、
学
術
的
に
個
々
の
遺
跡
が
発

掘
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
偶
然
の
採
集
資
料
に
拠
る
ζ

と
が
多
か
っ
た
こ
と
、
更
に
は
文
献
に
照
合
し
う
る
遺
跡
が
大
野
城
、
基
鼎
域
を
唯

一
と
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、

乙
の
研
究
を
発
展
さ
せ
な
か
っ
た
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
乙
の
種
古

瓦
の
分
布
が
北
九
州
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
畿
内
そ
の
周
辺
の
識
者
の
関
心
を
さ
し
て
ひ
か
な
か
っ
た
。
第
二
次
大
戦

後
、
類
例
の
発
見
を
重
ね
て
二
十
遺
跡
を
こ
え
る
数
に
達
し
、
そ
の
中
に
は
学
術
調
査
を
経
た
も
の
、
或
は
文
献
に
照
合
し
て
年
代
を
知
り
う

る
例
が
増
加
す
る
に
い
た
っ
た
。
従
っ
て
現
在
で
は
他
の
様
式
古
瓦
と
の
組
合
せ
関
係
、
瓦
当
文
自
体
の
分
析
を
す
す
め
る
方
法
な
ど
か
ら
吏

に
中
絶
し
た
研
究
面
を
打
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

註

ω
石
附
茂
作
「
古
瓦
よ
り
見
た
日
鮮
な
ず
化
の
交
渉
」

収
）
昭
和
二
寸
一
一
一
年

（
伽
院
治
改
一
所

(2) 

中
山
平
次
郎
「
古
瓦
類
作
ー
考
（
九
）
」
（
考
古
学
雑
誌
七
を
四
号
）
大

正
五
年

百
湾
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
ハ
小
田
）

一
五
三



(3) (4) 

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
）

七
回
忠
志
「
肥
前
晴
気
廃
寺
祉
と
九
州
地
方
に
於
け
る
古
瓦
の
一
様

式
に
就
い
て
」
（
考
古
学
八
巻
四
号
）
昭
和
十
一
一
年

森
貞
次
郎
「
県
前
隠
分
寺
」
（
「
国
分
寺
の
研
究
」
下
巻
所
収
）
昭
和

四
、
単
弁
軒
丸
五
私
考

一
五
四

(5) 

十
三
年

松
尾
禎
作
「
寺
浦
廃
寺
祉
の
調
査
」
〈
佐
賀
県
史
惰
名
勝
突
然
紀
念

物
調
杏
報
告
第
六
輯
所
収
）
昭
和
十
三
年

現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
二
十
二
遺
跡
の
単
弁
軒
丸
瓦
を
、
そ
れ
自
体
に
即
し
て
検
討
を
は
じ
め
る
な
ら
ば
、
最
も
大
き
な
相
違
は
周
縁

遺
前豊

一
9

一
A
り

一

噌

i

ヂ

噌

B

一

噌

目

．

畠

一
ワ
臼

一

唱

i

前筑

に
あ
ら
わ
れ
る
。
局
縁
部
は
一
段
高
く
つ
く
ら
れ
、
乙
こ
に
諸
種
の
装
飾
が
施
さ
れ
る
。
大
別
し
て
素
文
議
の
も
の
、
重
圏
文
あ
る
も
の
、
唐

草
文
を
有
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。単

弁

軒

丸

瓦

周

縁

の

施

文

種

類

そ
こ
で
全
資
料
を
周
縁
装
飾
の
相
違
に
よ
っ
て
整
理
す
る
と
第
二
表
の
よ
う
に
な
る
。

覧

第

二

表

跡

素

文

（

I）

一
重
圏
（
E）

法

鏡

士

寸

弥

勤

神

宮

寺

棺

原

廃

寺

垂

水

廃

寺

友

枝

瓦

窯

豊

前

国

分

寺

上
坂
廃
・
十
一
寸

椿

市

廃

寺

1 

． 

．．．．．．． 

3 2 5 4 7 6 8 

日杉観四

吉塚世王

事＼lJ発音寺

社 寺寺山

（・）

二
重
閤
（
旦
一
一
一
一
重
闇
（
即
日
）

唐
草
文
（
V）

一

． 
．． 
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寺 寺寺寺 寺井寺寺城
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一
重
圃
（
E
〉
の
－
も
の
は
豊
前
地
域
に
集
中
し
て
お
り
、
筑
前
、
肥
前
、
筑
後
地
域
に
は
一
一
重
圏
（
斑
）
、
コ
一
重
圏
（
W
）
、
唐
草
文
（
V
）
の
も
の
が

加
わ
っ
て
く
る
。
特
に
唐
草
文
を
有
す
る
も
の
は
肥
前
の
二
例
の
み
で
他
に
類
例
を
み
な
い
。
そ
の
文
様
、
施
文
手
法
か
ら
み
て
明
ら
か
に
新

羅
系
瓦
と
の
受
流
が
指
摘
さ
れ
る
。

次
に
蓮
弁
の
形
態
に
よ
っ
て
み
れ
ば
次
の
三
種
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

刷
、
弁
の
先
端
が
痩
せ
て
尖
っ
て
み
え
る
も
の
、
そ
の
手
法
に
は
古
拙
さ
が
た
だ
よ
う
て
い
る
。

同
問
、
弁
の
先
端
が
丸
く
大
き
く
豊
満
な
感
覚
を
盛
っ
た
も
の
。

刷
、
各
弁
の
間
隔
が
離
れ
て
き
て
、
弁
の
先
端
の
反
転
も
弱
〈
、
或
は
全
く
な
く
な
っ
て
狭
長
役
単
純
な
手
法
の
も
の
や
倒
卵
形
の
独
立
し
た
弁
を
形
成
す
る

も
の
。

A
は
全
体
の
手
法
に
鞘
古
拙
な
趣
き
あ
る
の
は
さ
げ
難
く
、

B
は
乙
の
種
蓮
弁
の
最
も
整
備
に
し
て
完
成
の
域
に
達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

C
は
中
房
、
蓮
弁
、
模
形
小
葉
な
ど
萎
縮
し
て
全
体
に
退
化
の
趣
き
あ
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
〉

一
五
五



百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
）

一
五
六

筑
後
井
上
廃
寺

H
式
と
筑
後
国
分
寺
の
例
は
同
箔
品
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
殊
な
退
化
の
渦
程
を
た
ど
る
よ
う
で
あ
る
。
蓮
弁
と
中
一
房
蓮
子

こ
の
様
式
は
井
上
廃
寺

I
式
単
弁
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。

を
一
筒
減
じ
、
二
重
圏
の
周
縁
に
段
を
生
じ
て
、
下
段
に
一
重
圏
を
残
し
て
い
る
。

筑
後
勧
興
寺
例
は
六
葉
蓮
弁
で
更
に
一
葉
を
減
じ
た
形
式
で
、
周
縁
二
重
圏
、
中
房
一
七
頼
の
蓮
子
を
示
す
点
は
他
地
域
の
そ
れ
と
共
通
し
て
い

る
。
筑
後
地
域
で
は
省
略
化
の
方
向
に
変
遷
を
た
ど
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

と
の
よ
う
な
周
縁
と
蓮
弁
の
種
類
の
組
合
せ
と
、
出
土
遺
跡
に
お
い
て
単
弁
瓦
と
共
伴
す
る
軒
先
瓦
が
判
明
し
て
い
る
も
の
と
の
関
係
を
ま

と
め
て
み
る
と
第
三
表
の
よ
う
に
な
っ
た
。

第

三

表

豊
前
地
域
で
は
E
1
A
乃
至
E
1
B
と
い
う
結
び
つ
き
が
普
遍
的
で
あ
り
、
筑
前
、
肥
前
、
筑
後
地
域
で
は
B
と
E
、
町
、

V
が
結
び
つ

単
弁
評
丸
瓦
の
分
類
と
伴
出
資
料
の
関
係

遺

跡一
1
・

法

鏡

寺

一

前
一

2
・
弥
動
神
宮
寺
一

一
3
・

相

原

廃

寺

一

↑

4
・

垂

水

廃

寺

一

一
5
・

友

枝

瓦

祭

一

一
6
・
豊
前
国
分
寺
一

段
一

7
・

上

坂

廃

寺

一

一
8
・

椿

市

廃

寺

一

－

四

王

寺

山

一

・

観

世

音

寺

↑

・

杉

塚

廃

寺

一

・
日
士
口
神
社
一

日／1
1,4, 

却も

j詞

縁

蓮

弁

伴

出

軒

先

瓦

－

l
B
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R
U
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E
l
A
、
E
I
B

－

－
A
、
E
1
B

E
I
B
 

－
－
A
 

E
l
B
 

法
除
土
守
系
忍
冬
唐
草
女
平
瓦

日
持
広
隆
寺
系
忍
冬
唐
草
文
平
瓦

－
太
宰
府
（
鴻
臨
鋭
）
系
平
瓦

一
重
弧
文
平
瓦

一4
皇
弧
文
平
瓦
、
新
羅
系
丸
、
平
瓦

二
市
一
一
弧
文
平
瓦
、
新
羅
系
丸
、
平
瓦

太
宰
府
（
老
司
）
系
平
瓦

太
宰
府
（
老
司
）
系
平
瓦

一
弔
問
一
一
弧
文
平
瓦
、
新
羅
系
丸
、
平
瓦

円

r－太
平
府
系
丸
、
平
瓦

太
宰
府
（
老
司
）
系
平
瓦

ワ：
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日
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日
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日
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大

願

寺

一

日

・

久

池

井

一

げ

・

晴

気

廃

寺

後

一

四

・

井

上

廃

寺

一
四
・
筑
後
国
分
寺

一

却

・

観

興

寺

霊

一

幻

・

冠

前JJB 

E
l
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E
I
B
 

I－

－

B
、
E
l
B
、
V
l
B

百

m
l
l
n
u

V
！
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重重重
弧弧弧
文文文
平平平
瓦瓦瓦

太太太
宰宰宰
JH !H 府
系（（
丸老老

司司
平））

瓦系系
平平
瓦瓦

E
l
B
、
E
I
B

－
－
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？
I
C
 

E－

t
C
 

太
宰
府
（
老
司
）
系
丸
、
平
瓦
、
新
経
系
軒
平
瓦

筑
後
国
分
寺
式
丸
、
平
瓦

qz
・

9
1
 

き
、
退
化
し
た
時
期
（
C
）
に
至
る
ま
で
E
、
町
日
が
継
続
す
る
。
従
っ
て
様
式
か
ら
み
た
こ
の
種
古
瓦
の
展
開
過
程
は
、

E
l
A
を
古
式
と
し
、

完
成
さ
れ
た
時
期
（
B
）
に
至
っ
て
周
縁
に

E
、
耳
、

V
と
各
種
の
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

E
、
wuが
結
び
つ
い
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

や
が
て
退
化
の
時
期
（
C
）
に
む
か
い
、

こ
の
よ
う
な
変
遷
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
伴
出
軒
先
瓦
と
の
関
係
が
参
照
さ
れ
る
。

重
弧
文
軒
平
瓦
と
組
合
っ
た
豊
前
相
原
廃
寺
、
肥
前
基
緯
城
牡
は
、
他
形
式
の
古
瓦
ぞ
出
土
し
な
い
単
純
遺
跡
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
来
の
セ

ッ
ト
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
な
組
合
せ
は
他
に
新
羅
系
古
瓦
の
セ
ッ
ト
を
共
伴
す
る
豊
前
の
垂
水
廃
寺
、
友
枝
瓦
窯
社
、
椿
市
廃

寺
で
も
み
ら
れ
、
相
原
廃
寺
と
同
じ
一
重
弧
文
軒
平
瓦
と
セ
ッ
ト
を
な
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。
な
か
で
も
垂
水
廃
寺
と
友
枝
瓦
窯
牡
は
需
供
関

係
に
あ
る
遺
跡
で
、
単
弁
瓦
も
古
式
の
E
l
A
か
ら
E
l
B
へ
の
変
化
が
た
ど
ら
れ
、
豊
前
法
鏡
寺
祉
で
は

I
｜
B
の
単
弁
瓦
と
法
隆
寺
系
忍

冬
唐
草
文
軒
平
瓦
の
古
式
の
も
の
と
組
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
総
合
す
る
と
、
豊
前
地
域
の
諸
例
と
基
捧
域
社
の
例
は
、
九
州
の
単
弁

瓦
で
は
最
も
古
い
位
置
を
占
め
、
天
智
築
城
の
基
緯
城
の
年
代
を
上
限
と
し
、
奈
良
前
期
を
下
ら
な
い
期
聞
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

年
代
観
は
豊
前
地
域
の
新
羅
系
瓦
と
も
併
行
す
る
も
の
と
な
勺
し
か
し
初
期
の
単
弁
瓦
、
乃
ち
E

A

及
び
一
部
E
｜

B
を
含
心
時
期
は
新

百
済
系
単
一
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
〉

羅
系
瓦
と
の
交
流
は
な
く
、
未
だ
両
者
各
々
個
有
の
特
徴
を
発
揮
し
て
い
る
。

一
五
七



百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
）

一
五
八

次
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
太
宰
府
系
瓦
と
共
伴
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
豊
前
地
域
の

一
部
と
筑
前
、
肥
前
、
筑
後
の
諸
例
が
み
げ
ら
れ

る
。
単
弁
瓦
の
形
態
は

I
1
A
、
I
｜
B
を
含
ま
ず
、

E

B
、
E
l
B
、
町
｜

B
、
v
l
B
、
町
｜
C
と
な
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
段
階
の
単
弁
瓦
を
出
土
す
る
遺
跡
に
は
文
献
操
作
の
方
面
か
ら
年
代
を
考
定
で
き
る
も
の
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
豊
前
弥
動
神
宮
寺
は
天
平
十
年
（
七
三
八
）
の
建
立
で
、

単
弁
瓦
を
出
し
た
東
塔
祉
は
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
の
建
立
で
あ

る
。
珠
文
縁
の
法
隆
寺
系
忍
冬
文
軒
平
瓦
、
太
宰
府
（
鴻
脆
館
）
系
の
均
正
唐
草
文
軒
平
瓦
を
伴
出
す
る
が
、
い
ず
れ
も
上
限
年
代
は
天
平
十
五

年
を
の
ぼ
ら
な
い
。
ま
た
、
太
宰
府
系
瓦
の
本
拠
で
あ
る
観
世
音
寺
は
講
堂
枇
に
単
弁
瓦
を
出
し
、
前
述
し
た
如
く
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
完

成
で
あ
る
か
ら
、
下
限
年
時
を
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
。
豊
前
国
分
寺
、
筑
後
国
分
寺
の
年
代
に
つ
い
て
は
若
干
の
考
証
を
要
す
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
別
に
九
州
の
各
国
分
寺
の
建
立
年
代
に
つ
い
て
論
考
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
ゆ
ず

h
v
結
果
だ
け
を
要
約
す
れ
ば
、

国
分
寺
建
立
の
詔
が
出
さ
れ
た
「
続
日
本
紀
」
の
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
異
論
が
あ
っ
て
、
最
も
早
い
年
時
を
と
る
説

。

コ

。

。

九
州
の
筑
後
、
肥
前
、
肥
後
、
豊
前
、
豊
後
、
日
向
の
各
国
分
寺
は
、
「
続
紀
」
天
平
勝
宝
八
年

は
天
平
九
年
（
七
三
七
）
で
あ
る
。

ま
た
、

（
七
五
六
）
十
二
月
二
十
日
の
記
事
に
よ
っ
て
こ
の
頃
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
そ
の
建
立
に
使
用
さ
れ
た
瓦
も
こ
の
期
聞
に
位
置
ず

け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
豊
前
、
筑
後
の
両
国
分
寺
、
弥
助
寺
、
観
世
音
寺
の
単
弁
瓦
は
七
三
七

t
七
五
六
年
の
約
二
十
年
間

に
限
定
で
き
る
。

こ
の
う
ち
豊
前
国
分
寺
と
弥
勅
寺
の
単
弁
瓦
は
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
更
に
は
豊
前
地
域
の
垂
水
、
椿
市
の
廃
寺
や
友
枝

瓦
窯
の
単
弁
瓦
と
似
て
い
る
。
上
坂
廃
寺
で
は
豊
前
国
分
寺
と
同
沼
の
老
司
系
軒
平
瓦
を
共
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

E
｜
A
式
単
弁
瓦
使

用
の
下
限
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
り
、

E
l
B式
単
弁
瓦
が

E

A
式
よ
り
や
や
お
く
れ
て
出
現
す
る
こ
と
と
、
そ
の
使
用
さ
れ
て
い
る
年
代

の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
観
世
音
寺
で
は
三
重
血
縁
を
も
ち
、
筑
後
国
分
寺
で
は
七
弁
に
変
化
し
て
い
る
。
両
者
の
蓮
弁
に
は
す
で
に

古
期
に
編
年
さ
れ
る

E
｜

A
式
、
或
は
豊
前
地
域
の

E
l
B式
に
比
べ
て
み
る
と
、
退
化
へ
の
兆
が
み
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
蓮
弁
自
体
の
観

察
か
ら

A
L
B↓
C
へ
の
推
移
を
た
ど
れ
る
と
す
れ
ば
、
八
世
紀
中
葉
と
い
う
時
期
が
単
弁
様
式
の
最
も
発
達
の
絶
頂
に
達
し
た
と
き
で
あ



り
、
萎
縮
、
退
化
へ
の
転
換
が
は
じ
ま
っ
た
と
、
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
乃
ち
B
式
を
主
体
と
し
、

C
式
へ
の
蔚
芽
が
み
え
は
じ
め

る
と
、
き
で
あ
る
。

肥
前
地
域
で
は
こ
の
時
期
に
相
当
す
る
の
は
犬
願
寺
、
久
池
井
、
晴
気
磨
寺
で
あ
っ
て
、
瓦
当
径
は
最
大
と
な
り
、
蓮
弁
の
形
態
も
極
度
に

発
達
し
、
そ
れ
が
独
特
の
美
観
を
呈
し
て
い
る
。
三
重
阻
文
軒
平
瓦
と
セ
ッ
ト
を
な
し
、
太
宰
府
系
瓦
を
伴
出
す
る
の
は
明
ら
か
に
基
購
城
祉

例
の
継
承
で
あ
る
。
ま
た
大
願
寺
と
晴
気
廃
寺
に
み
ら
れ
る
唐
草
文
縁
単
弁
瓦
（
V
1
B
）
は
明
ら
か
に
新
羅
系
瓦
当
文
か
ら
の
導
入
で
あ
り
、

久
池
井
例
の
瓦
当
側
面
に
花
文
の
型
押
し
が
あ
る
と
と
も
同
様
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
肥
前
地
域
で
の
単
弁
瓦
の
発
達
に
は
新
白
紙
系
瓦
と
の

交
流
が
原
因
し
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
晴
気
廃
寺
の
V
i
B
式
の
蓮
弁
と
筑
後
国
分
寺
の
単
弁
瓦
と
の
聞
に
は
蓮
弁
が
梢
狭
長
に
な

り
、
先
端
が
丸
く
な
っ
て
ゆ
く
点
で
類
似
関
係
を
指
摘
で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
両
者
の
年
代
が
極
め
て
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ヲつ
h

つ。筑
後
地
域
で
は
前
述
し
た
如
く
、
特
殊
な
変
化
の
仕
方
を
す
る
筑
後
国
分
寺
と
同
活
の
単
弁
を
共
有
す
る
井
上
廃
寺
が
あ
り
、

こ
れ
は
更
に

井
上
廃
寺
で
そ
の
原
型
と
思
わ
れ
る

I
式
〈
E
l
B
）
が
あ
る
の
で
、
当
然
様
式
変
遷
の
上
か
ら
井
上
廃
寺
が
筑
後
国
分
寺
よ
り
も
梢
古
く
位
置

ず
け
ら
れ
よ
う
。

肥
前
地
域
で
B
式
単
弁
の
時
期
に
瓦
当
径
の
大
型
化
の
現
象
が
み
ち
れ
た
が
、

一
方
、
観
世
音
寺
側
で
は
逆
に
小
型
化
へ
の
変
化
が
み
ら
れ

る
。
乙
れ
は
筑
前
杉
塚
廃
寺
、
肥
前
塔
ノ
塚
廃
寺
へ
と
広
が
り
、

共
伴
瓦
に
も
梢
時
代
的
に
降
下
す
る
特
徴
が
み
え
て
く
る
。

筑
後
の
観
輿

寺
、
冠
な
ど
も
こ
の
範
鋳
に
入
る
も
の
で
あ
り
、
次
第
に
C
式
蓮
弁
へ
の
経
過
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
過
程
は
八
世
紀
後
半
に

顕
著
に
な
っ
て
単
弁
瓦
の
退
化
現
象
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
最
も
極
端
に
お
し
す
す
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
筑
前
回
王
寺
山
の
例

を
位
置
ず
け
る
な
ら
ば
、
様
式
上
の
変
遷
は
最
も
無
理
な
く
説
明
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
た
ど
っ
て
く
れ
ば
、
か
つ
て
四
王
寺
山
の
例

巻
基
回
帰
城
例
と
同
列
に
位
置
ず
け
、
天
智
築
城
年
時
ま
で
の
ぼ
せ
て
論
じ
た
と
こ
ろ
に
無
理
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
単
弁
瓦
の
年

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
ハ
小
田
〉

一
五
九



百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
田
〉

二ハ
O

代
を
天
智
朝
と
い
い
、
天
平
頃
と
い
い
、
奈
良
末
期
と
い
う
も
、
帰
す
る
と
と
ろ
は
単
弁
瓦
自
体
の
時
間
的
な
変
遷
を
考
え
ず
に
、
す
べ
て
同

一
時
点
に
総
括
し
た
と
こ
ろ
に
諸
説
の
生
ず
る
原
因
が
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
ぞ
の
意
味
で
は
諸
説
す
べ
て
そ
の
一
一
由
を
云
い
あ
て
て
お
る
の

で
あ
っ
て
、
す
べ
て
正
し
か
っ
た
と
も
云
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
四
王
寺
山
の
例
を
単
弁
瓦
の
終
末
に
考
え
る
と
き
、
大
野
城
祉
に
所
属
す
る
と
す
る
ζ

と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）

造
立
の
四
王
寺
に
そ
の
上
限
年
代
を
求
め
る
の
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
四
王
寺
の
初
見
は
宝
亀
五
年
、
太
宰
府
を
し
て
大
野
城
内
に

四
天
王
堆
像
四
掘
を
造
像
せ
し
め
る
太
政
宮
符
を
下
し
た
の
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
由
緒
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

如
レ
聞
新
羅
兇
醜
不
レ
顧
－
一
思
義
一
、
早
懐
＝
害
時
心
一
常
為
一
一
兇
阻
一
、
仏
神
難
レ
部
康
或
報
応
宜
令
下
大
宰
府
直
－
一
新
羅
国
一
高
顕
浄
地
奉
レ
造
レ
像
一
撞
申

、
町
「
類
皿
誠
一
二
代
格
」
巻
二
「
造
仏
々
名
事
」
J

却
其
災
上
戸
宝
亀
五
年
三
月
＝
百
大
政
官
符
」

更
に
延
長
八
年
（
九
一
一
一
O
）
八
月
十
五
日
の
牒
に
よ
れ
ば
、

大
宰
府
四
王
寺
者
為
レ
撞
＝
新
羅
兇
毒
一
依
一
一
軒
勝
主
経
説
一
去
完
亀
五
年
創
以
所
レ
達
也
、
請
－
一
浄
行
僧
mm
一
、
行
一
一
発
願
之
国
間
一
、
勅
命
深
重
、
而

i
、
ヘ
「
政
治
要
略
」
巻
五
十
六
「
交
替
雑
事
」
の
う
ち
J

歳
代
推
選
僻
緩
漸
成
、
選
－
一
置
法
削
一
戸
「
応
レ
択
－
扇
大
宰
前
川
四
王
寺
四
僧
一
事
」
｝

と
あ
っ
て
大
宰
府
が
宝
亀
五
年
の
官
符
を
遵
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
所
京
地
に
つ
い
て
は
次
の
詩
記
録
が
参
照
さ
れ
る
。

。
延
暦
二
十
年
（
八
O
一
）
春
正
月
甲
午
朔

・
・
停
大
宰
府
大
野
山
寺
行
四
天
主
法
其
四
天
王
寺
及
堂
舎
法
物
等
蛇
遷
ハ
日
木
逸
史
）

O
大
同
二
年
（
八
O
七
〉
十
二
月
甲
寅
朔

大
宰
府
言
於
大
野
城
鼓
峯
建
堂
宇
安
置
四
天
王
像
令
僧
四
人
如
法
修
行
而
依
制
旨
既
停
止
其
像
誼
法
物
等
誼
遷
置
筑
前
国
金
光
明
寺
畢

（
臼
木
逸
史
）

。
弘
仁
二
年
（
へ
一
一
）
一
一
月
庚
寅



於
大
宰
府
鼓
嶺
四
天
王
寺
造
釈
迦
像
（
日
本
後
紀
〉

と
あ
っ
て
四
王
寺
が
大
野
城
内
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
基
凶
弾
城
の
所
在
す
る
基
山
に
も
四
王
寺

が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
説
が
あ
勺
こ
れ
は
基
山
を
防
住
山
と
別
称
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
た
よ
う
で
、
太
宰
府
四
王
寺
の
年
代
ま
で
ひ
き
あ
げ

る
文
献
上
の
拠
所
は
な
い
。
ま
た
基
鼎
城
内
に
寺
院
を
想
定
で
き
る
よ
う
な
遺
構
も
発
見
さ
れ
て
な
い
し
、
単
弁
瓦
も
様
式
上
か
ら
述
べ
た
よ

う
に
奈
良
前
期
よ
り
下
す
必
要
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
四
王
寺
山
の
単
弁
瓦
は
最
も
新
し
い
時
期
に
比
定
す
る
の
が
妥
当
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
単
弁
瓦
の
年
代
は
豊
前
の
諸
廃
寺
と
肥
前
基
騨
城
に
奈
良
前
期
を
下
ら
な
い
頃
に
初
期
様
式
の
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
様
式
上

の
整
備
、
発
展
と
共
に
奈
良
中
期
に
は
筑
前
、
肥
前
、
筑
後
地
域
に
展
開
し
、
そ
の
過
程
の
な
か
に
は
新
羅
系
瓦
と
の
交
流
が
認
め
ら
れ
た
。

乙
の
後
退
化
へ
の
方
向
を
た
ど
り
、
瓦
も
小
型
化
し
て
奈
良
末
期
に
は
四
王
寺
例
を
終
末
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ζ

の
所
論

に
よ
っ
て
各
遺
跡
資
料
の
相
対
的
な
編
年
を
組
む
と
第
四
表
の
よ
う
に
な
る
。

× 

× 

× 

北
九
州
の
単
弁
瓦
の
う
ち
、
豊
前
地
方
の
諸
例
や
肥
前
基
緯
城
祉
の
例
が
そ
の
初
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
る
と
、

天
智
天
皇
四
年
の
大
野
、
様
二
城
築
城
の
事
実
が
、
九
州
に
単
弁
瓦
の
移
入
さ
れ
た
契
機
で
は
な
い
か
と
い
う
推
察
は
容
易
に
生
じ
て
く
る
。

崇
峻
、
推
古
朝
に
渡
来
し
た
百
済
系
の
文
物
受
容
に
は
平
和
的
な
対
外
親
交
を
基
調
と
す
る
政
策
が
う
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、
天
智
朝
の
文
物

受
容
に
は
対
外
緊
張
に
伴
な
う
築
城
術
な
ど
の
比
重
が
大
き
く
加
わ
っ
て
い
る
。
新
し
い
技
術
を
も
っ
た
百
済
の
新
帰
化
人
達
は
、
百
済
滅
亡

に
伴
な
う
百
済
の
王
族
か
ら
下
級
官
、
農
民
な
ど
の
各
階
層
に
及
ぶ
亡
命
者
達
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
初
期
単
弁
瓦
の
系
譜
を
考
え
る
に
は
百

済
扶
余
時
代
末
期
の
山
城
吐
や
寺
院
調
査
の
成
果
が
参
照
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
乙
の
方
面
の
調
査
に
関
し
て
は
十
分
な
報
告
が
な

ぃ
。
た
だ
、
断
面
的
な
資
料
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
百
済
の
古
瓦
に
も
そ
の
末
期
に
は
九
州
の
単
弁
瓦
に
接
近
し
た
様
式
へ
と
交
遷
し
て
い
る
こ

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
旧
）

一六
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と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
、
飛
鳥
地
方
の
初
期
寺
院
に
み
ら
れ
る
百
済
系
瓦
と
梢
異
っ
た
様
式
を
生
じ
て
い
る
と
と
は
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

百
済
の
地
で
九
州
の
単
弁
瓦
の
祖
型
と
な
り
う
る
よ
う
な
様
式
に
変
遷
し
て
い
た
段
階
で
、
百
済
の
誠
亡
に
よ
っ
て
我
が
固
に
伝
え
ら
れ
、
天

智
築
城
ぞ
機
に
北
九
州
に
移
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
過
程
で
蓮
弁
に
若
干
の
改
修
が
加
え
ら
れ
、

一
重
閤
を
め
ぐ
ら
す
「
九
州
式
単

弁
瓦
」
が
実
現
さ
れ
て
、

こ
の
頃
か
ら
畿
内
周
辺
に
流
行
し
た
重
彊
文
軒
平
瓦
と
の
組
合
せ
を
形
成
し
た
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
九
州
へ
の
単

弁
瓦
の
移
入
は
畿
内
を
継
輸
し
た
と
考
え
る
の
が
当
を
え
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
新
帰
化
人
達
は
母
国
の
身
分
や
特
性
を
よ
く
伝
え
、
上
層
階
層
者
は
実
務
や
学
問
の
領
域
で
わ
が
国
の
貴
族
社
会
を
リ
ー
ド
し

た
が
個
々
の
官
人
で
あ
っ
て
、

あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
彼
等
の
新
し
い
学
問
、
技
術
は
そ
れ
以
前
の
帰
化
氏
族
に
対
し
て
優
越
し
、
天
智
朝
政
治
に
即
応
す
る
重
要
な
支
柱
と

一
般
に
氏
族
構
成
に
欠
け
、
ま
た
下
層
者
は
集
団
農
民
で
あ
っ
て
す
み
や
か
に
わ
が
社
会
に
埋
没
す
る
も
の
で

は
な
っ
た
が
、
秦
、
漢
民
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
す
で
に
土
豪
化
し
た
古
い
帰
化
氏
族
に
は
社
会
的
、
経
済
的
に
及
ば
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。豊

前
地
方
の
百
済
系
単
弁
瓦
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
「
新
撰
姓
氏
録
」
に
よ
っ
て
豊
前
国
守
字
奴
首
が
百
済
の
系
静
ぞ
ひ
く
も
の
で
ゐ
る
こ

と
に
そ
の
拠
所
を
求
め
よ
う
と
す
る
説
が
あ
勺
乃
ち
、
大
和
国
諸
蓉
の
項
に
、

字
奴
首
出
レ
自
＝
百
済
国
君
男
弥
奈
曾
’
一
同
意
弥
－
也

と
ゐ
る
。
し
か
し
字
奴
首
が
豊
前
に
入
っ
た
の
は
、
養
老
四
年
（
七
二
つ
）
大
隅
日
向
両
国
隼
人
の
叛
乱
に
将
軍
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。
従
っ
て
天
智
朝
に
渡
来
し
た
新
帰
化
人
で
あ
る
証
は
な
く
、
彼
に
直
接
の
因
を
求
め
る
の
は
妥
当
で
な
い
。

豊
前
地
方
の
百
済
系
単
弁
瓦
は
新
羅
系
瓦
と
共
伴
す
る
場
合
が
多
く
、
し
か
も
友
枝
瓦
窯
で
は
両
系
瓦
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
肥
前

地
方
で
も
両
系
の
要
素
が
同
一
瓦
当
文
に
あ
ら
わ
れ
る
な
ど
の
現
象
が
あ
っ
た
。

豊
前
地
方
の
新
羅
系
古
瓦
の
分
布
が
、
安
閑
紀
に
み
え
る
屯
倉
設
置
に
伴
っ
て
秦
氏
を
管
掌
者
と
す
る
人
々
の
開
発
事
業
に
起
因
す
る
も
の

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
（
小
国
）

一六



百
済
系
単
弁
軒
丸
克
考
（
小
田
）

ニ
ハ
四

で
あ
ろ
う
こ
と
を
旧
稿
で
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
新
羅
系
瓦
を
生
産
す
る
同
一
集
団
の
中
で
百
済
系
瓦
も
製
作
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

新
し
い
百
済
系
帰
化
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
技
術
を
も
積
極
的
に
導
入
し
て
時
勢
の
推
移
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
と
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
新
技
術
者
の
若
干
が
彼
等
の
下
部
組
織
に
包
括
吸
収
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

両
系
の
古
瓦
は
、
最
初
そ
の
特
徴
を
明
瞭
に
保
持
し
て
出
発
し
な
が
ら
、
百
済
系
瓦
の
整
備
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
新
羅
系
瓦
の
手
法
が
と

り
入
れ
ら
れ
る
方
向
に
両
者
の
交
流
が
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
天
平
以
後
、
九
州
の
古
瓦
は
律
令
体
制
の

整
備
に
つ
れ
て
太
宰
府
系
瓦
が
主
流
と
な
っ
て
ゆ
く
過
程
で
、
朝
鮮
系
瓦
は
次
第
に
個
性
ぞ
失
い
、
影
を
没
し
て
ゆ
く
運
命
に
あ
っ
た
が
、
百

済
系
単
弁
瓦
は
奈
良
末
期
ま
で
文
様
の
退
化
を
示
し
な
が
ら
も
命
脈
を
保
っ
た
の
で
あ
る
。

）
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｛
 
小
田
「
叢
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義
」

五
輯
）
昭
和
一
二
十
六
年

小
田
「
国
分
寺
建
立
の
諸
問
題
」
（
宮
崎
県
教
育
委
員
会
刊
「
日
向

国
分
寺
跡
」
〉
昭
和
三
十
八
年

久
保
山
善
映
「
基
山
と
基
緯
城
陛
」
（
佐
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念

物
調
夜
報
告
第
六
締
）
昭
和
十
二
一
年

（
史
淵
第
八
十

(4) 

松
男
知
作
「
佐
賀
県
考
古
大
観
」
続
錦
、
昭
和
ゴ
干
六
年

平
野
邦
雄
「
8

・9
世
紀
に
お
け
る
帰
化
人
身
分
の
再
編
」

学
研
究
二
九
二
号
）
昭
和
三
十
九
年

石
田
茂
作
「
古
瓦
よ
り
見
た
目
鮮
文
化
の
交
渉
」

所
収
）
昭
和
二
十
三
年

（
歴
史

(2) 

）
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（
 

（
「
伽
蔵
論
孜
」

(3) 
ハ
ゐ
と
が
き
U

本
稿
は
昭
和
三
十
一
年
に
奮
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
本
稿
に
関
す
る
重
要
な
新
資
料
の
発
見
が

あ
っ
た
の
で
、
旧
稿
に
加
筆
し
て
現
状
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
留
意
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
本
稿
の
た
め
の
資
料
調
査
に
は
故
松
尾
禎
作
、
賀
川

光
夫
、
森
貞
次
郎
、
田
中
孝
夫
、
吉
田
良
介
、
北
権
蔵
、
原
口
信
行
、
木
原
武
雄
、
故
荻
野
弥
七
郎
、
高
野
孤
鹿
、
山
内
興
隆
、
安
元
要
、
柴

田
泰
典
、
覇
久
嗣
郎
の
諸
氏
、
ま
た
豊
前
国
分
寺
、
観
世
音
寺
、
日
菅
寺
、
勧
興
寺
、
永
興
寺
、
祐
徳
博
物
館
、
佐
賀
県
立
小
城
高
校
、
基
山

中
学
校
な
ど
の
御
好
意
を
う
け
た
。
な
お
、
本
稿
所
掲
の
基
揮
城
祉
古
瓦
の
写
真
は
鏡
山
猛
先
生
に
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
。
明
記
し
て
以
上
の



方
々
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
四
王
寺
山
、
基
鼎
域
の
古
瓦
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
端
緒
を
ひ
ら
か
れ
た
今
は
亡
き
中
山
平
次

郎
先
生
に
、
そ
の
晩
年
御
助
言
を
い
た
だ
き
、
啓
発
き
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
そ
の
結
論
に
お
い
て
は
先
生
の
説
と
異
る
乙
と
と
な
っ
た

が
、
筆
者
の
単
弁
瓦
に
対
す
る
関
心
は
先
生
の
御
教
示
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
謹
ん
で
御
冥
福
を
祈
り
た
い
。

（
一
九
六
四
・
九
・
十
三
〉

百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
〈
小
田
）

一
六
五



The Single-petal Round Roof-tiles 

of the Pekche Origin 

-Study on the Ancient Roof-tiles of Korean 

Origin Discovered in Kyushu (2)-

-7-

Fujio ODA 

Since before the World War II, discussions have been made, by 

the archaeologists in kyushu, about the ancient round roof-tiles, dis

covered in northern Kyushu, the designs of which were descended 

from Pekche of Korea, especially about their age and their lineage, 

but no conclusions were gained. The data have been increased, 

however, and I have succeeded to make clear the regional distribution 

of them, namely, 8 in Buzen (:!Ju), 4 in Chikuzen (~lJtr), 5 in 

Hizen (flEJW), 4 in Chikugo (~~), and 1 in Bungo (:!:~). 

The theories on the roof-tiles of Pekche origin can be classified 

as follows according to their arguments ?n their lineage and age. 

On lineage : (1) They were directly influenced by Pekche. 

(2) Their designs were dt:.scended from Pekche to Kinki 

(;5:~) region, from where they were introduced to 

Kyushu. 

(3) They were influenced not by Pekche, but by Silla 

tiles. 

On age : (1) The example of their use was in the building of the Ono 

( ::k!l!f) Castle in Chikuzen in 665 AD. 

(2) They were used after 665 AD. 

(3) They were used in about 7th and 8th centuries. 

(4) They were used in the late 8th century. 

Through the analytical studies such as the comparison of the tiles 

themselves in detail, confirmation of the periods of the remaining sites 

by examining the old records and so on, I can argue as follows: 

Wheteas the old style tiles remain in Buzen in large numbers many 



-s-

tiles are found in modified styles in Chikuzen, Hizen, Chikugo and 

Bungo provinces. Thefr age extends from 665 AD. to 774 AD. 

We can trace the historical process of tile-styles from the embryo 

stage to the growing and declining stages. Therefore each past theory 

on the age was concerned only to one period in which thE. tiles were 

used. In respect to their lineage, I think that they were imported by 

the Pekche people who exciled to Japan as the result of the fall of 

the Pekche Kingdom. Judging from the remaining roof-tiles of the 

mountain castles and Buddhist temples in the late Pekche era, we 

must think that the roof-tiles of late Pekche era themselves had 

changed gradually to the style similar to those which are discovered in 

Kyushu and they were .used for the first time in the building of moun

tain castles in northern Kyushu which were constructed under the 

guidance of the Pekche people. Afterward, through the adoption of 

the elements of the tile type of Silla, the Pekche type of the tiles in 

Kyushu were changed to the type peculiar to Kyushu. But after the 

middle of the 8th century the Pekche type tiles declined with the com

pletion of the Ritsuryo (~'-it) system centering around Dazaifu (::k*Jff), 
and by the end of that century they were completely extinguished. 


